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取締役執行役員常務兼CFOの柴田でございます。

本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうございます。

2015年3月期 第1四半期の決算概要についてご説明いたします。



本日はまず私から第1四半期の決算概要および第2四半期の業績予想についてご説
明いたします。
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こちらが本日のご説明内容のサマリです。

第一に、第1四半期の決算概要についてです。

第1四半期の半導体売上高は、堅調な自動車向けや汎用品の売上増などにより、前四半
期比4.9％増の2,012億円となりました。

営業損益は、6四半期連続で黒字を確保し、これまで実行してきた構造改革の効果が表
れ始めているものの、作り貯めによる損益押し上げ要因もあり、実力での黒字基調の定
着にはもう一段の構造改革が不可欠であると考えております。

第二に、第2四半期の業績予想についてです。

第2四半期の半導体売上高は、前四半期比2.2％減の1,968億円を見込んでいます。

営業損益は、上期期末の費用集中などにより、前四半期比80億円減を見込むも190億円
の黒字の見通しです。

四半期純損益は、前四半期比144億円減となる68億円の黒字を見込んでいます。
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それでは、第１四半期の決算概要について詳しくご説明いたします。
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こちらが、第１四半期の業績サマリです。

先ほども申し上げましたとおり、半導体売上高は、堅調な自動車向けや汎用品の売上
増などにより、前四半期比4.9％増の2,012億円となりました。

営業損益は、売上増に伴う利益増などにより、前四半期比100億円増の270億円となり
ました。
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6ページは、四半期ごとの業績推移です。

第1四半期の半導体売上高は、自動車や産業用途などで好調を維持し、前四半期比
4.9％増、前年同期比では6.1％増となりました。

また、2014年6月11日に当社の連結子会社である株式会社ルネサスエスピードライバ
を2015年3月期 第3四半期中に譲渡することについて発表しましたが、同社相当分を
除くと、半導体売上高は前四半期比3.3％増、前年同期比4.7％増となっております。

営業損益は、構造改革による固定費削減が寄与し、6四半期連続で黒字を確保しまし
たが、棒グラフでご覧いただけますように、これまでルネサスエスピードライバの利益
が損益の押し上げに貢献していた一面がありました。
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7ページは、第1四半期の事業別半導体売上高です。

2013年12月から事業ドメインをプロダクト軸からアプリケーション軸に変更したことに伴
い、2015年3月期からは自動車、汎用の区分にて情報開示いたします。自動車には車
載制御、車載情報を含み、汎用には産業・家電、OA･ICT、その他汎用品を含んでおり
ます。

第1四半期は、前年同期比では主に自動車が売上増を牽引し、前四半期比では主に
汎用が売上増を牽引しました。
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8ページは、第１四半期の事業別半導体売上高について、詳しく示したものです。

自動車事業については、
・第1四半期は自動車生産の裏期にあたるも、堅調な個人消費を背景に世界的に自動車
販売が好調で、自動車向け半導体市場は安定成長しました。
・これにより、車載制御の売上は前四半期比＋1桁％台前半、車載情報の売上は前四半
期比フラットと堅調に推移し、自動車全体でも＋2％の増収となりました。

汎用事業については、

・回復基調が続く世界経済の下、設備投資や半導体ユーザーの部品調達が活発化し、個
人消費も堅調でした。

・これにより、その他汎用品の需要が拡大したことから、その他汎用品は前四半期比＋5
％強の増収となりました。

・その他汎用品の内、特に中小型ドライバICの伸びが前四半期比＋約30％と大でした。

・産業・家電は前四半期比＋1桁％台半ば、OA・ICTは前四半期比＋約10％の増収となり
ました。

・これらにより、汎用全体では＋7％の増収となりました。
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9ページは、第１四半期の営業損益について、前四半期からの増減で示したものです。

第1四半期はたな卸資産は、作り貯めによる押し上げがあったものの、トータルでは前
四半期比で減少し、利益減となった。
一方、売上増に伴う利益増に加え、前期末で費用が集中発生して増えたことに対し、
その反動で第1四半期は費用減となりました。その結果、営業利益は、前四半期から
100億円黒字が拡大し、270億円となりました。
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10ページは、第１四半期の営業損益について、5月9日に公表した業績予想における営
業損益からの増減で示したものです。

営業利益は、価格改善や収益志向の徹底による費用発生抑制などにより、想定比で
は70億円改善しました。
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11ページは、第１四半期の四半期純損益の状況について、営業損益からの内訳を示し
たものです。

第1四半期は、想定どおり大きな特別損失はありませんでした。これにより、四半期純
損益は、赤字であった前四半期および前年同期と比べ、大幅に改善し、212億円の黒
字となりました。
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12ページはバランスシートの状況です。

当期利益を計上する一方、改正退職給付会計基準の適用により自己資本がやや減少
しました。

当期利益の積み上げにより、自己資本比率30％台への回復を図っていきます。
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13ページは、キャッシュ・フローの状況です。

第1四半期は、構造改革の推進により営業利益を確保したものの、売上債権流動化の
停止や早期退職優遇制度実施に伴う退職金の支払いにより、フリー・キャッシュ・フロ
ーは赤字になりました。
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次に、第2四半期の業績予想についてご説明いたします。
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15ページが、第2四半期の業績予想です。

半導体売上高は、前四半期比2.2％減の1,968億円を見込んでおります。

営業損益、経常損益、四半期純損益は全て前四半期比では減益を見込むも、前年同
期比では増益を見込み、前四半期に引き続き黒字となる見通しです。
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16ページは、四半期ごとの業績推移です。

第2四半期の半導体売上高は、譲渡予定のルネサスエスピードライバ相当分を除くと、
前四半期比3.9％減、前年同期比6.9％減を見込んでおります。

営業損益も黒字を見込んでおりますが、その内、ルネサスエスピードライバの寄与分
が15％強を占める見通しです。

. 
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17ページは、第2四半期の事業別の半導体売上高見通しです。

自動車は堅調維持で横ばいも、汎用が前四半期比1桁％前半の減収を見込んでいま
す。その内訳としては、自動車は車載制御、車載情報ともに横ばいとなる見込みです。
一方、汎用は、中小型ドライバICが需要増となるも、汎用品は前四半期比減となる見
込みです。また、OA・ICTは前四半期比横ばい、産業・家電は前四半期比減となる見
込みです。
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18ページは、第2四半期の営業損益について、第1四半期からの増減で示したものです
。

第2四半期の営業損益については、たな卸資産がフラットに推移することで利益増を見
込んでいますが、売上減に伴う利益減や上期末での費用集中などにより、前四半期比
80億円減の190億円の黒字の見通しです。
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最後に、19ページは、第2四半期の四半期期純損益の見通しについて、営業損益から
の内訳を示したものです。

四半期純損益は、早期退職優遇制度の実施に伴う特別損失などを見込むも、純利益
は68億円と、赤字であった前年同期と比べ156億円増となり黒字を達成する見通しで
す。
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2015年3月期 第1四半期の決算概要のご説明は以上でございます。
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